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【調査研究の概要】（設楽ダムの地盤問題）愛知県東部、豊川水系設楽ダムは、国土交通省中部地方整備局が建

設を進める総貯水容量約1億ｍ3の特定多目的ダムで、現在転流工の工事中である。2019年度には本体工の予算

が計上されているが、1960 年代初めに電源開発(株)が一次調査報告書を出した後に撤退した同じ立地である。

設楽堆積盆の北西縁に位置する建設地は、過去に激しい地殻の構造運動を経験してきた場所であり、地質地盤の

悪いことは明らかである。 

（調査のねらい）事業者がリスクを隠して巨大ダム建設を行うことのないように監視する。また、必要があれば、

意見書をまとめて事業者に提出し、市民社会に向けて啓発することを目標とする。 

（調査方法）本体工事が迫る下で、事業者は基礎掘削などの工事に必要な地質地盤についての詳細な調査を進め

ているので、開示請求により調査報告書を入手し、問題が隠されたり、見落とされたりしていないか検討した。

また、必要に応じて、ダムサイトならびに周辺の現地踏査による調査を実施した。 

（成果と今後の展望）事業者の平成29年度までの「設楽ダム地質解析業務報告書」を分析して、意見書『設楽ダ

ム建設予定地には多数の断層が貫いており岩盤の破砕が進んでいること、また、ダムサイトおよび周辺一帯は大

規模岩盤すべり（深層崩壊）を繰り返し起こしている地盤であることが明らかになった。巨大な災害リスクを抱

え込み、建設費用の膨張を引き起こす設楽ダムの本体着工は取りやめるべきである』、ならびに、『設楽ダム予

定地周辺の地質について（意見書の背景説明）』をまとめ、2019年3月に事業者に提出し、その後、関係自治体

等へも送付した。現在は、ダムサイトの断層に関連する調査を続けている。 
【調査研究の経過】 2018 年 3 月 23 日 転流工に取り掛かった設楽ダム現地調査 
   4 月～8 月  平成 27 年度の国の報告書の開示データを共同研究者に配布し、検討を進めた 
   11 月 23 日 設楽町田口地区東部で沢筋調査（水みちの調査） 
   12 月 1 日  平成 28・29 年度の地質調査報告書が開示され、読み込み・分析を開始 
   12 月 2 日  田口西部で断層露頭の調査 
2019 年 1 月 14 日～ 専門家による検討会（京都市内）で意見交換。「意見書」の作成作業  
   2 月 6 日～  第二次設楽ダム住民訴訟の第２回法廷後の集会で地質問題について報告、報告書記載の“F-③断層”について

の検討を開始 
   3 月 1 日  「設楽ダム予定地周辺の断層・破砕帯をめぐって（Ⅲ）」愛知大学綜合郷土研究所紀要に掲載 
   3 月 6 日  「意見書」をダム事業者（国土交通省中部地方整備局長、設楽ダム工事事務所長）宛て提出 
   3 月 8 日  “F-③断層”関連調査：新城市豊岡・能登瀬の宇連川を横切る断層露頭を発見 
   3 月 22 日 “F-③断層”関連調査：槙原川支流の斜面で断層露頭確認 
   3 月 23 日 設楽ダム地質地盤についてのシンポジウム（新城市内） 
   3 月 24 日 現地調査（設楽町松戸地区を中心に）  
   3 月 25 日 現地調査（ダムサイト右岸 F-③断層の地表露頭部分の踏査） 
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図１ 伊勢‐三河湾集水域 Catchment of Ise-Mikawa Bay 

      KP：衣浦港、MP：三河港、NP：名古屋港  

豊川水系 

伊勢湾・三河湾集水域の 

南東部に位置する小水系 

      面積  平均深度 流域面積 

伊勢湾 1738  19.5  13411 

三河湾  604   9.2      3624 

 渥美湾  455    9.9        1713 

 衣浦湾  149       7.1        1911 

東京湾 1000     18      7000 



4 設楽ダム集水域と豊川集水域 

 

設楽ダム集水面積62km2は石田
地点上流集水域の約11%、豊川
集水域の約9%にあたる。 

 

← 設楽ダム集水域（計画）     

渥美湾 

← 豊川集水域 
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5 

60－－377 

総貯留容量 9800万m3 

水道用水 600万ｍ3 

農業用水 700万ｍ3 

 

6000万m3の不特定
容量は、 

 少雨化傾向による供給施
設の安定供給量の低下に
備えまた、 

 流水の正常な機能の維持
のために使う 

とされるが？？？ 

実際は時代遅れの
“事業のための事業” 

である。 



6 

ダ
ム
予
定
地
周
辺
の
地
形
・水
系
（国
土
地
理
院
2
万
5
千
分
の
1
地

形
図
に
加
筆
） 

川
の
流
れ
や
地
形
が
た
い
へ
ん
複
雑
な
こ
と
、
田
口
の

街
の
直
近
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
ダ
ム
サ
イ
ト
上
流
で
は
南
北
に
流

れ
て
い
る
寒
狭
川
が
ダ
ム
サ
イ
ト
で
東
西
方
向
に
流
れ
を
変
え
・・・。 



電源開発（株）1963年の報告書から 

 

 平面図 

 

 北西-南東走向の断層FⅠと 

 

 東西走向の断層FⅡが示されている 
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標高400m前後に分布している角礫
質堆積物について、 

「仮にこれらの角礫岩が、堆積層で
あった場合、この上位に分布する岩
盤状の地質体は、地すべり性の移動
岩塊と考えざるを得なくなる。」 
       （H28年度 周辺） 



ダムサイト右岸 松戸尾根を二つに割る谷地形 （二重山稜地形） 



ダムサイトおよび松戸の二重山稜地形付近の鳥瞰図 （国土研設楽ダム調査団報告書より） 



 No. 地点名 東経 北緯 走向傾斜 地質 露頭の特徴 出典 

 1)  ダムサイト 137°33'25 35°05'33 N22W45~50S 片麻岩 右岸斜面、シルト・砂・角礫 H12年度報告書  

 2) 野々瀬川 137°33'57 35°04'27 N20W80W 花崗岩 屈曲点、せん断亀裂、緑泥石 市民調査 

 3) 宇連山 137°35'34 35°01'28 N20W80W 松脂岩 林道法、せん断亀裂＋シルト・粘土 市民調査 

 4) 槙原川 137°36'18 34°59'53 NS高角度 流紋岩 川床、亀裂＋変質岩、河道屈曲 市民調査 

 5) 槙原川支流 137°36'19 34°59'39 NS高角度 流紋岩 右岸斜面、角礫帯 市民調査 

 6) 養乙女沢 137°36'32 34°58'54 N40W80S 流紋岩 林道法、せん断面＋粘土 市民調査 

 7) 能登瀬 137°36'50 34°58'45 N40W80S 流紋岩 宇連川左岸合流沢、段丘変位 市民調査 

 8) 白岩川 137°37'46 34°58'38 N40W 流紋岩 川床、沢変曲点、亀裂＋断層岩 市民調査 

F-③ 断層の延長方向の断層破砕帯露頭 一覧 



1 ダムサイト 

 

2 野々瀬川 

 

3 宇連山林道 

 

4 槙原川 

 

5 槙原川支流 

 

6 養乙女沢 

 

7 宇連川右岸（能登瀬） 
 

8 白岩川の枝沢 

M L 



ダムサイトから南南東方向に13km離れた新城市能登瀬の宇連川にある 

大きな渕（ちゃちゃぶち）、渕の上下流は滑らかな流紋岩の岩盤となっている。 



宇連川の“ちゃちゃ渕”左岸に注ぐ沢の崖に現れている断層破砕帯露頭、 

宇連川の（低位）河岸段丘の円礫層を変位させているものと思われる。 



宇連川右岸に注ぐ支流、槙原川の川底に現れた露頭、断層亀裂の向こう側の
右側から斜面岩塊が左向きにせり出してきている（左ずれの変動地形）。 



意見書と別添を、事業者（国土交通省中部地整）に提出した。 

《意見書》 

「設楽ダム建設予定地には多数の断層が貫いており岩盤の破砕が進んでいる
こと、また、ダムサイトおよび周辺一帯は大規模岩盤すべり（深層崩壊）を繰り返
し起こしている地盤であることが明らかになった。巨大な災害リスクを抱え込み、
建設費用の膨張を引き起こす設楽ダムの本体着工は取りやめるべきである！」 
http://www.rokujogata.net/nodam/wp-

content/uploads/2019/04/ikensho_shitaradam_chishitsu190306.pdf 

（注） 
http://www.rokujogata.net/nodam/wp-content/uploads/2019/04/ikensho_chu19.pdf 

（別添）『設楽ダム予定地周辺の地質について』（意見書の背景説明） 
http://www.rokujogata.net/nodam/wp-

content/uploads/2019/04/haikeisetsumei_ikensho190311.pdf 

 

以下の報告をウェブサイトに掲載した。 

（報告）『設楽ダムサイトを活断層が貫く・・・市民科学調査で判明』 
http://www.rokujogata.net/nodam/wp-

content/uploads/2019/05/Active_fault_on_SDsite20190518.pdf 

（参考写真） 
http://www.rokujogata.net/nodam/wp-

content/uploads/2019/05/Active_fault_Photos_select_20190518.pdf 

http://www.rokujogata.net/nodam/wp-content/uploads/2019/04/ikensho_shitaradam_chishitsu190306.pdf
http://www.rokujogata.net/nodam/wp-content/uploads/2019/04/ikensho_shitaradam_chishitsu190306.pdf
http://www.rokujogata.net/nodam/wp-content/uploads/2019/04/ikensho_shitaradam_chishitsu190306.pdf
http://www.rokujogata.net/nodam/wp-content/uploads/2019/04/ikensho_chu19.pdf
http://www.rokujogata.net/nodam/wp-content/uploads/2019/04/ikensho_chu19.pdf
http://www.rokujogata.net/nodam/wp-content/uploads/2019/04/ikensho_chu19.pdf
http://www.rokujogata.net/nodam/wp-content/uploads/2019/04/ikensho_chu19.pdf
http://www.rokujogata.net/nodam/wp-content/uploads/2019/04/haikeisetsumei_ikensho190311.pdf
http://www.rokujogata.net/nodam/wp-content/uploads/2019/04/haikeisetsumei_ikensho190311.pdf
http://www.rokujogata.net/nodam/wp-content/uploads/2019/04/haikeisetsumei_ikensho190311.pdf
http://www.rokujogata.net/nodam/wp-content/uploads/2019/05/Active_fault_on_SDsite20190518.pdf
http://www.rokujogata.net/nodam/wp-content/uploads/2019/05/Active_fault_on_SDsite20190518.pdf
http://www.rokujogata.net/nodam/wp-content/uploads/2019/05/Active_fault_on_SDsite20190518.pdf
http://www.rokujogata.net/nodam/wp-content/uploads/2019/05/Active_fault_Photos_select_20190518.pdf
http://www.rokujogata.net/nodam/wp-content/uploads/2019/05/Active_fault_Photos_select_20190518.pdf
http://www.rokujogata.net/nodam/wp-content/uploads/2019/05/Active_fault_Photos_select_20190518.pdf


（謝辞） 
 2007年から愛知県を被告として設楽ダムの建設中止を求めて争われた住民訴
訟の控訴審の過程で、2011年、原告住民側から国土問題研究会にダム予定地の

地盤問題について調査を依頼した結果、同会の設楽ダム調査団（団長、紺谷吉弘
氏）が結成された。以前に矢作川水系のダム問題に関わっておられ、また国土問
題研究会の関係者でもあった浅野隆彦氏（奈良県奈良市）を通じて、設楽ダムの
事業者が実施した地質調査報告書の膨大な開示資料（情報公開の開示手続きの
労をとっていただいたのは畔柳佳徳氏（愛知県岡崎市））が同調査団に提供された。
この開示資料と2011年7月に実施された国土研の現地調査を踏まえて、2011年
11月には同調査団の報告書がまとめられ、訴訟の資料（証拠書）として、裁判所に
提出された。これらの蓄積があったためにわれわれの調査は可能となった。 

 また、高木仁三郎市民科学基金の2014年度助成を受けて実施した第一次設楽

ダム予定地周辺の地質調査では、活断層に詳しい専門家の方々、また、設楽堆
積盆や領家帯を研究している地質の専門家の方々から、地質構造の基本知識や
現地踏査による露頭の見方など、懇切にご教示いただいた。この一次調査の成果
の上に、今回の第二次設楽ダムの地質調査（高木基金の2017年度助成）が実現

した。初歩的な事項から丁寧にご教示いただいた専門家の皆さまにあらためて深
く感謝する。 

 今回の第二次調査では、国土研の会員有志の方々に参加していただいて検討
会を開き、事業者に対する｢意見書｣をまとめることができた。意見書は事業者と関
係自治体の首長、および県・市・町議会議員（団）等に配布した。  

 F-③断層の延長方向の調査報告は、その意見書を補足するものである。 


